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平成２０年度 

予算特集 

勝山さんちの家計簿  例えば年収を300万円（月収25万円）とすると…… 

収　　　　　　入 

平成20年度予算 
（一般会計性質別内訳） 

市税などの自主財源 
47億8,707万円 

地方交付税、国・県支出金等 
56億4,303万円 

市債発行 
7億4,090万円 

収入計 
111億7,100万円 

1か月の家計に例えると 

給料・パート収入 
25万円 

両親からの仕送りなど 
29万4,700円 

各種ローンの借入 
3万8,700円 

収入計 
58万3,400円 

支　　　　　　出 

平成20年度予算 
（一般会計性質別内訳） 

繰出金・補助費・出資金・貸付金等 
32億0,335万円 

人件費 
23億5,096万円 

扶助費 
16億8,123万円 

普通建設事業費・維持補修費 
15億8,998万円 

１か月の家計に例えると 

子どもへの仕送り・各種会費など 
16万7,300円 

食費 
12万2,800円 

医療費 
8万7,800円 

車の購入・自宅の増改築・修繕費 
8万3,000円 

公債費 
12億2,183万円 

ローン返済 
6万3,800円 

物件費 
11億1,218万円 

光熱水費・被服費等 
5万8,100円 

積立金 
1,147万円 

新たに預ける貯金 
600円 

支出計 
111億7,100万円 

支出計 
58万3,400円 

特別会計 ７２億１，０２６万円 

一般会計 １１１億７，１００万円 

区　　　　分 

育 英 資 金 会 計  

下水道事業会計 

農業集落排水事業会計 

簡易水道事業会計 

国民健康保険会計 

老 人 保 健 会 計  

後期高齢者医療会計 

介護保険会計保険事業勘定 

介護保険会計介護サービス事業勘定 

市有林造成事業会計 

 

 

水 道 事 業 会 計  

予算額 

４，１７４万円 

１３億 ７４３万円 

３億２，５６７万円 

８，８６２万円 

２２億９，２１０万円 

３億２，６４８万円 

３億４，５８３万円 

２４億３，９１０万円 

１，１０２万円 

３，２２７万円 

 

 

６億２，３２６万円 

 

１１．８ 

－１．１ 

－９．１ 

－３８．９ 

－１７．８ 

－９０．１ 

皆増 

１２．８ 

－１０．０ 

２１．９ 

 

 

０．３ 

前年度 
比増減（％） 

一般会計 

市税 
３３億３，５２４万円 

国庫支出金 
７億７，８６１万円 

地方交付税 
３４億５，０００万円 

市債　７億４，０９０万円 県支出金 
７億８，３８０万円 

分担金及び負担金 
　　１億９，８７１万円 
使用料及び手数料 
　　 ６，８１９万円 

財産収入 １，８１７万円 
寄付金　 ２００万円 
繰入金　３億８，７４５万円 
繰越金　 １,０００万円 
諸収入　７億６，７３１万円 

地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金  
交通安全対策特別交付金 

歳 　　入 

自 

主 

財 

源 

依 

存 

財 

源 

１億９，２００万円 
２，８００万円 
１，７２５万円 
１，８５０万円 

２億４，０００万円 
９，５００万円 
３，３８７万円 
６００万円 

 

総務費 
１８億５，５１０万円 

土木費 
１４億８，７７８万円 

教育費 
１１億１，７３２万円 

民生費 
３０億２，４３２万円 

議会費 １億５，５０９万円 
公　債　費 １２億２，４３１万円 
諸支出金 ５,０００万円 
予　備　費 ４００万円 

農林水産業費 ５億８，９０７万円 

商工費 ６億８，０８４万円 

消防費 
　２億９，９４７万円 

労働費 ２億３，１１３万円 

歳 　　出 

衛生費 ４億５，２５７万円 

（-２９．０％） 

（５．５％） 

企業会計 ６億２，３２６万円 （０．３％） 

平成20年度予算総額 

190億453万円（－11.0％） 

平 成 年 度 ２０ 
予 算 特 集 

仕送りが少なくなると 
家計のやりくりが 
大変になるなぁ 

がんばって 
支出をおさえてきたから、 
今年は、家族のために 
なることに、お金を 
使おうと思うの 
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一
般
会
計
予
算
は
１
１
１
億
7
１
0

0
万
円
（
前
年
度
比
5
・
5
％
増
）
で
、

各
特
別
会
計
と
上
水
道
の
企
業
会
計
を

含
め
た
全
体
の
予
算
規
模
で
は
、
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

導
入
に
伴
う
老
人
保
健
特
別
会
計
の
大

幅
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
１１
％
減
の
、

１
9
0
億
4
5
3
万
円
と
な
り
ま
し

た
。一

般
会
計
で
は
、
5
億
8
6
3
2
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

人
件
費
で
7
3
0
4
万
円
を
減
額
（
前

年
度
比
3
％
減
）
し
た
も
の
の
、
防
災

対
策
事
業
や
市
民
会
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

整
備
事
業
、
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内

総
合
整
備
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
や
、

道
整
備
交
付
金
事
業
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。
他
に
も
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
が
、
起
債
償
還
額
の
影

響
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
が
新

た
に
必
要
と
な
っ
た
こ
と
も
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。


